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概要
• ⾧期化するコロナの中、原油高騰と物価高騰により、

国は緊急対策を閣議決定した。

• 愛媛県6月定例県議会にて「えひめ消費活性化支援事業」を可決
あ目的：県と市町が連携して地域の実情に応じた消費喚起策を
あ 展開し、社会経済活動の活性化を図る。

• 西条市7月臨時会にて「地域消費喚起対策事業」を提案
あ目的：消費喚起の事業者支援と家計支援のため、県と市町連携に
あ よる経済対策として「LOVE SAIJOポイント還元キャン
あ ペーン事業」で地域経済の活性を図る。



内容



質問①
Ｑ．市内の小規模な事業者からもコロナ禍の中、支援や救済の声が過
ああ去からある中で、プレミアムポイントを一律30%の理由は？

Ａ．過去の消費喚起事業やＬＯＶＥ ＳＡＩＪＯポイントの各事業で、
ああ大企業や中小企業などにおける事業者の規模、属性などで差を設
ああけいていない。

Ａ．コロナの⾧期化と原油価格、物価高騰等の影響により事業者の操
ああ業環境が悪化から消費を喚起するとともに、消費者目線でも同じ
ああく影響を受けている家計への影響を緩和することから、ポイント
ああ還元率を一律３０パーセントとした。

答弁①



答弁①（続き）

Ａ．事業で狙う効果を得るためには、消費者がいかに本事業を活用し
ああてくれるかがポイントであるため、取扱店舗の増加が重要である。
ああそのため、LOVE SAIJOポイントを付与するオペレーションに同
ああ一の手間がかかるのに対して、大企業と中小企業又は市内資本事
ああ業者、市外資本事業者で差を設けることは、結果的に取扱店舗に
ああならないことを危惧している。

Ａ．市内中小企業の重要性は十分認識している 。
ああ令和4年度において、中小企業等経営安定化支援事業費補助金や、
ああ事業承継、再生支援、サイクスによる経営支援など、それぞれの
ああ中小企業の経営課題に対して寄り添った支援に取り組んでいる。

ああ今後も、市内中小企業の動向等の把握に努め、求められる支援策
ああを講じて、市内中小企業の経営の安定化と成⾧の下支えをして行
ああく。



質問②
Ｑ．一律３０％のプレミアムを、改めて市内資本事業者を優遇する、
ああプレミアムへ見直す考えないか？

その理由

①過去の消費喚起策の市民の消費行動は、約半分は市外資本事業者に
あて消費されている。これは、市内事業者の中でも、市内の小規模な
あ事業者への恩恵が薄くなっている。

同じ商品であれば、どうしても市外事業者の大手事業者に競争力が
ああり、価格は安価である。この価格差を是正することが、このプレ
あミアムポイントの趣旨ではないか？

他の自治体においては、このような市内事業者を優遇している、
あ宇和島市や松山市などの実例がある。



質問②（続き）
Ｑ．一律３０％のプレミアムを、改めて市内資本事業者を優遇する、
ああプレミアムへ見直す考えないか？

その理由

②市外在住の方も利用する事ができる。消費により登録店の支援は理
あ解できるが、市の財源が市外の方のポイントとなり、恩恵を受ける
あことを抑制するべき。その観点からも、市外の方が消費先として選
あ定され易い、大手の市外資本事業者のプレミアムポイントを抑え、
あ市外の方の消費抑制に繋げる。

③市の自主財源（市独自の財源）を消費喚起として市民に還元したの
あであれば、少しでも多くの法人市民税を徴収できるように、市内資
あ本事業者の消費につなげるべき。



質問②（続き）
Ｑ．一律３０％のプレミアムを、改めて市内資本事業者を優遇する、
ああプレミアムへ見直す考えないか？

その理由

④市内資本事業者に寄り添った事業の展開により、今後のＳＤＧｓ推
あ進に必要不可欠なＬＯＶＥ ＳＡＩＪＯポイント事業に、市内事業者
あが数多く登録店となり、オール西条の取組になるのでは？

以上、一律３０％のプレミアムから、市内資本事業者を優遇するよう
なプレミアムの設定をすることが、西条市の実情に合っている。



Ａ．消費喚起することが主な目的であるため、消費者にとって分かり
ああ易く、メリットをしっかりと感じる制度が重要である。消費者に
ああとって煩雑なイメージを与え、利用が進まないことを懸念してい
あある。

Ａ．家計支援において、利用店舗により還元率に差を設けると、市外
ああ資本事業者の店舗を普段利用する消費者にとっては、不公平感が
ああ生じると考えている。

Ａ．西条市民だけでなく、市外からの消費行動も促進し、市内経済の
ああ活性化に寄与する期待から、市民限定にする必要はないとした。

Ａ．市外資本事業者は、地域雇用や固定資産税 、法人の場合、法人市
ああ民税を納付している。よって市外事業者の店舗においても消費は、
ああ重要と認識している。

答弁②



賛成討論（西条みらいクラブ 御荘議員）
内容

①県の消費喚起策を有効活用し、スピード感をもって本臨時会まで
あ実施できている。

②市外資本事業者のプレミアムポイントを低く設定しても、市民の
あ購買変動はないと推測し、販売低下はないものと推測している。

③市内資本事業へのプレミアムを有利にすることで、市内事業への
あ利用が進む。また、魅力の再発見により購買の継続が期待できる。

④市内事業を市が支援している姿勢は、市内事業者の励みになる。

⑤プレミアムポイントに差を設けることに不公平感は低く、魅力あ
ある運用と思われる。

以上、LOVE SAIJOポイント還元ｷｬﾝﾍﾟｰﾝは大いに賛同するが、より
市民と事業者に効果的な事業となるよう更なる創意工夫を期待する。



採決

真鍋退席し、議⾧を除く26人により採決を実施した。
挙手全員、原案の通り、可決された。

所属会派の西条みらいクラブは、運用方法に改善の余地があると認識するも基本的に
賛成であった。真鍋はこの改善すべき内容が特に重要と考え、採決を退席した。

所見
今後のコロナ感染状況や物価高騰などにより、特に市内の小規模事
業者への影響が懸念される。状況に応じた提案や対応が実施できる
ように引き続き注視していく。


